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○敷地近傍には，大規模な地震の発生を示唆する液状化痕は認められない。
○積丹半島が含まれる北海道の日本海沿岸中部には，津波起源と結論づけ得る堆積物は認められな

いことから，津波堆積物に基づく津波履歴は不明な状況である。

一部修正(H28/10/21審査会合)

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討

【検討目的】
○積丹半島周辺において，液状化等，地震を示唆する痕跡の有無について確認する。

【検討内容】
○一般的な地震を示唆する痕跡について確認する。
○文献調査を踏まえ，敷地近傍における液状化痕の有無について検討する。
○敷地周辺における津波堆積物について，文献レビュー及び当社の津波堆積物の調査結果の確認を実

施する。

【検討結果】
○敷地近傍における遺跡発掘調査報告書においては，液状化痕に関する記載等は認められない。
○北海道等の津波堆積物調査の結果，積丹半島が含まれる北海道の日本海沿岸中部(後志(しりべ

し)～石狩)においては，確実度の高い津波堆積物は存在せず，津波履歴は不明である。
○当社ボーリング調査により，岩内平野の3地点でイベント堆積物が確認されたが，層相観察，珪藻分

析及び平面的な分布調査の結果から総合的に評価した結果，津波起源を示す積極的な証拠は認め
られないと判断した。

① まとめ
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○北海道では，文字による歴史記録が残された期間が短く，積丹半島周辺における最も古い被害地震は1792年の地
震とされており，当該地震は津波被害(小樽～積丹岬)についても記録されている(宇佐美ほか，2013)。

○伏島・平川(1996)によれば，歴史記録の少ない北海道においては，古地震を知るためには液状化痕を積極的に観
察するべきであるとされている。

○上記を踏まえ，まず，敷地近傍における液状化痕の有無について，敷地近傍の遺跡発掘調査報告書を確認した。
○次に，敷地周辺における津波堆積物について，津波堆積物調査に関する北海道等の文献レビュー及び当社の津波

堆積物の調査結果の確認を実施した。
○なお，参考として敷地近傍の町村により発行されている町村史(泊村(1967，2001)，共和町(1972，2007)及び

岩内町(1966))についても確認したものの，地震又は地震を示唆する記載は認められない。

一部修正(H28/10/21審査会合)②-1 地震を示唆する痕跡(一般的な地震を示唆する痕跡)

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討
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【堀株神社遺跡】
○敷地の南側に隣接する泊村堀株の海岸沿いにおいて，堀株神社遺跡の発掘調査が行われており，縄文時代後期(約4,500～3,300年

前)の土器等が出土したとされている。
○遺跡発掘現場において認められる各層の層相について報告されているものの，液状化痕に関する記載及び伏島・平川(1996)による液

状化の判断根拠となる砂のレンズの形態，砂脈の上向きのラッパ状の形態等は認められない。
○なお，本遺跡においては完新世海進高潮期以降，5世紀頃までに4回の山崩れが発生したとされているが，発生原因の究明については

今後の課題であるとされている。

泊発電所

堀株神社遺跡

発掘区土層断面図(北海道泊村教育委員会，1996に加筆)

Ⅰ層：盛土，客土等
Ⅱ層：茶褐色～黄褐色の崖錐堆積物
Ⅲ-a層：腐植質の黒色砂質土を挟む

礫層
Ⅲ-b層：黒色の砂質土
Ⅳ層：茶褐色の砂層
Ⅴ層：黄色の砂層
Ⅵ層：基盤岩
Ⅶ層：褐色の腐植質砂質土
Ⅷ層：褐色の砂層
Ⅸ層：茶褐色の砂層
Ⅹ層：黄色砂層(砂丘砂)発掘調査箇所

堀株神社

発掘調査箇所位置図
(北海道泊村教育委員会，1996に加筆)

一部修正(H28/10/21審査会合)②-2 地震を示唆する痕跡(遺跡発掘調査-北海道泊村教育委員会(1996)-)

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討
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【茶津遺跡】
○敷地の北側に隣接する泊村茶津の茶津川沿いの低地において，茶津遺跡の発掘調査が行われており，縄文時代中期(約5,500～

4,500年前)の土器等が出土したとされている。
○遺跡発掘現場において認められる各層の層相について報告されているものの，液状化痕に関する記載及び伏島・平川(1996)による液

状化の判断根拠となる砂レンズの形態，砂脈の上向きのラッパ状の形態等は認められない。
○また，北海道文化財研究所により敷地近傍の遺跡4箇所についても報告されているが，いずれも同様な状況であることを確認している。

発掘調査箇所位置図
(北海道文化財研究所編，1989に加筆)

泊発電所

茶津遺跡

茶津貝塚遺跡
ヘロカルウス遺跡

堀株1・2遺跡
宮丘1遺跡

発掘区内の層序(北海道文化財研究所編，1989に加筆)

Ⅲ1層：黄褐色粘質土
Ⅲ2層：茶褐色土
Ⅲ3層：暗赤褐色土
Ⅲ4層：暗褐色粘質土
Ⅳ層：明黄褐色粘質土

Ⅰ層：黒褐色土
Ⅱ1s層：暗褐色砂
Ⅱ2s層：黄褐色砂
Ⅱ3層：暗褐色土
Ⅱ4s層：褐色砂
Ⅱ5s層：暗黄褐色砂
Ⅱ6s層：暗褐色砂
Ⅱ7層：褐色土

茶津遺跡

再掲(H28/10/21審査会合)

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討

②-3 地震を示唆する痕跡(遺跡発掘調査-北海道文化財研究所編(1989)-)
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○2011年東北地方太平洋沖地震の発生を踏まえて，北海道の沿岸
域で津波堆積物調査が実施され，北海道(2013)，川上ほか
(2015)，川上ほか(2016)において，調査結果が報告されている。

【北海道(2013)】
○日本海沿岸南部から奥尻島，敷地南方の岩内平野等の223地点に

おいて津波堆積物調査を実施し，32地点(岩内平野におけるボーリ
ング調査のKY-07地点を含む)において津波堆積物の可能性のある
堆積物が発見されているものの，従来の津波想定の見直しに繋がる
十分な津波堆積物データは得られていない。

【川上ほか(2015)】
○北海道の日本海沿岸～オホーツク海沿岸域における700地点を超

える津波堆積物調査データから，明瞭な津波堆積物が分布するのは
北海道南部の檜山沿岸域に限られ，中央部～北部の日本海沿岸
及びオホーツク海沿岸域には，確実度の高い津波堆積物は存在し
ない。

【川上ほか(2016)】
○北海道の日本海沿岸で津波堆積物調査を行い，奥尻島で過去

3000年間の津波履歴を明らかにすることができたが，北海道本島
では，南部(檜山)で過去1000年の津波履歴を確認したものの， 中
部(後志～石狩)や北部(留萌～宗谷)では津波起源と結論づけ得
る堆積物は確認できておらず，津波履歴は不明である。

一部修正(H26/12/5審査会合)

津波堆積物調査結果の概要
(北海道，2013に加筆)

奥尻島
檜山

留萌

宗谷

石狩

☆印は，岩内平野
におけるボーリング
調査のKY-07地点

後志

：各地域の海岸線

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討

②-4 地震を示唆する痕跡(北海道等による津波堆積物調査結果-北海道日本海沿岸域-)(1/2)
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○川上ほか(2015)において，北海道の日本海沿岸で認められ
たイベント堆積物の履歴が示されている。

○奥尻では，過去3000年間に6回程度(1993年北海道南西
沖の津波を含めると7回)の津波が発生していることが判明し
ているとされており，川上ほか(2016)においては，認定され
た津波イベントの年代を推定している。

○敷地南方の岩内が含まれる後志～石狩では，地形条件が津
波堆積物の調査に適しておらず，調査密度が他地域に比べ
やや低い結果となっており，その中で津波堆積物の可能性の
あるイベント堆積物を認定したが，いずれも確実度は低く，津
波履歴の実態は不明であるとされている。

1741年 北海道南西沖
(渡島大島)

12世紀頃

5～6世紀頃

3000年前頃

例説明確実度

識別基準(下欄)を複数満たす。1

津波堆積物あり
(イベント堆積物を

認定した場合)

識別基準(下欄)のいずれか一つを満たす。2

識別基準(下欄)を満たさないが，後背斜面や他の給源(人為含む)から由
来した可能性が極めて低いと考えられる場合。

3

高潮・高波，飛砂，河川洪水や背
後の斜面からの供給の可能性が
あるもの，人為の可能性がある場
合も含む。

後背斜面や他の給源(人為含む)
から由来した可能性がある場合。

4

「津波堆積物の識別基準」
a：イベント堆積物の分布範囲が広い(高潮や洪水では説明できない範囲，あるいは広域での追跡が可能)
b：歴史記録と年代が一致する
c：特徴的堆積構造がある(内陸への薄化・細粒化，押し引きを示す古流向とマッドドレープ，級化・逆級化など)
d：イベント堆積物の前後で地殻変動(沈降や隆起など)が推定される
e：特徴的構成粒子・化学組成(貝殻・有孔虫・珪藻など海成生物遺骸，硫黄，pH，電気伝導度など)

川上ほか(2016)において，
「堆積年代は2～5世紀，
高潮または津波起源の可
能性がある」とされている
堆積物と考えられる。

津波堆積物の確実度に関する判定区分
(川上ほか(2015)に加筆)

イベント堆積物
確認されず。

後志～石狩

【認定された津波
イベントの推定年代
(川上ほか，2016)】

1993年 北海道南西沖※1

1983年 秋田・青森県沖※2

1940年 北海道西方沖
1833年 山形県沖
1792年 北海道西方沖※3

檜山 留萌

北海道の日本海沿岸における津波履歴(川上ほか(2015)に加筆)

本堆積物について，
文献に特に記載なし。

○北海道等の津波堆積物調査の結果，積丹半島が含まれる北海道の日本海沿岸中部(後志～石狩)においては，確実度の高い津波堆
積物は存在せず，津波履歴は不明である。

※1 北海道南西沖地震
※2 日本海中部地震
※3 後志地震

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討

一部修正(H29/7/28審査会合)②-4 地震を示唆する痕跡(北海道等による津波堆積物調査結果-北海道日本海沿岸域-)(2/2)
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一部修正(H26/12/5審査会合)②-5 地震を示唆する痕跡(北海道等による津波堆積物調査結果-敷地南方の岩内平野-)

○敷地南方の岩内平野における調査結果については，各文献において，以下のとおり報告されている。

【北海道(2013)】
○露頭・手掘りによる調査を49地点で行っており，そのうち，25地点は地質条件や人工改変により存否を確認できない。
○24地点で氾濫原の泥炭層，粘土層について掘削調査を行っているが明瞭な痕跡は認められていない。
○ボーリング調査結果(KY-07)では，標高-3.2m付近で海洋性プランクトンの化石を確認しており，高潮もしくは津波による可能性がある。

【川上ほか(2015)】
○現在～2,300年前頃の津波堆積物の探索が不十分としながらも，KY-01地点，KY-03地点，KY-04地点及びKY-05地点に認定したイベント堆積物の形成が，珪

藻分析の結果から，河川の洪水などによる可能性を示唆する。
○KY-01地点で産出された有孔虫は，塩分濃度の低い汽水環境(河口，ラグーン，塩性湿地環境)に生息するもので，イベント堆積物の形成が，河川の洪水などによ

る可能性を示唆する。

【川上ほか(2016)】
○堀株川の旧河口に近接する場所(記載内容から，KY-01地点と推定される。)では，中央下図の囲みの範囲において，有機質粘土層にやや不淘汰な中粒砂層が挟

在し，底生有孔虫を産した。
○当該砂層の堆積年代は，2～5世紀であるとされ，高潮又は津波起源の可能性がある。

○川上ほか(2016)においては，イベント砂層が津波起源である可能性について記載しているが，調査結果全体としては，岩内平野を含む後志～石狩では，津波起源
と結論づけ得る堆積物は確認できておらず，津波履歴は不明であるとしていること(次頁参照)及び川上ほか(2015)以降の新たな調査結果等が示されているもの
ではないことから，岩内平野において津波起源の可能性を積極的に認めるものではないものと考えられる。

岩内平野における津波堆積物調査結果(北海道，2013に加筆)

KY-07

KY-01

【川上ほか(2016)】
有機質粘土層に挟在する
やや不淘汰な中粒砂層
(高潮又は津波の可能性)

KY-07

←泥炭の基底
(6000年前？)

←カキ

←イベント砂層(高潮？)
汽水性？二枚貝，巻貝を含む

←カキ

←カキ(7000-8000年前？)

6
0
c
m

標高-3.2m
付近

KY-05KY-04KY-03KY-02KY-01

3 3 3 33

2 2 2 22

1 1 1 11

0 0 0 00

4 4 4 4

5 5 5 55

6

0

12

8

2

14

10

4

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討
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○北海道等の津波堆積物調査の結果，積丹半島が含まれる北海道の日本海沿岸中部(後志～石狩)においては，確実度の高い津波堆積物は存在せず，津波履歴は
不明である。

○このため，参考として，記録が残されている近年の津波についても確認を行った。
○確認に当たっては以下の資料を選定した。

・北海道防災会議(2017)⇒広範囲の津波履歴の確認
・泊村防災会議(2016)及び岩内町防災会議(2016)⇒積丹半島西岸の津波履歴の確認
(積丹半島西岸の神恵内村及び共和町から公開されている資料も確認したうえで，津波履歴の記載がまとめられている泊村防災会議(2016)及び岩内町防災会
(2016)を選定した。)

○北海道防災会議(2017)，泊村防災会議(2016)及び岩内町防災会議(2016)には，過去に発生した地震及び地震に伴う津波の履歴と，それらによる各地域にお
ける被害状況が記載されている。

○このうち，北海道及び東北地方の日本海側を震央とする地震及び地震に伴う津波による被害状況について整理した(下表参照)。

○北海道の日本海側沿岸における被害は複数認められるが，積丹半島西岸における被害について記載されているものは1993年北海道南西沖地震のみである。

②-6 地震を示唆する痕跡(近年の津波履歴)

泊村及び岩内町における記事北海道における記事
被害の要因

マグニチュード東 経北 緯震央名発生年月日
津波地震

松前で強震，火災発生○－140.0°41.5°北海道南西沖1635.3.11(寛永12年)

大島噴火，噴火湾津波，死者700名余○6.9139.4°41.6°北海道南西沖1741.8.28(寛保元年)

松前で強震○7.1/4±1/4140.5°40.7°青森県津軽北部1766.3.8(明和3年)

積丹半島東側に津波，死者あり○○7.1140°43.3/4°北海道西方沖1792.6.13(寛政4年)

福山で強震，津波，函館地方浸水○7.1/2±1/4139.1/4°38.9°山形県沖1833.12.7(天保4年)

石狩にて地割泥吹出，家屋全半壊26○6.4141.4°43.3°石狩湾1834.2.9(天保5年)

留萌郡鬼鹿，苫前で家屋小破損○5.3141.6°44.2°北海道北西沖1910.9.8(明治43年)

留萌郡鬼鹿で商品の転倒○5.8141.6°44.2°北海道北西沖1918.5.26(大正7年)

岩内町：岩内の津波の高さ83cm
被害無し

日本海沿岸津波，漁船全壊・流出214，天塩で死者10名○○7.5139°49′44°22′北海道西方沖1940.8.2(昭和15年)

岩内町：岩内の津波の高さ数十cm
被害無し

小津波，稚内で小舟破損○6.7140°48′43°55′北海道西方沖1947.11.4(昭和22年)

熊石で強震，小屋倒壊，水産課工場壁に亀裂○5.1139°55′42°05′北海道南西沖1953.7.14(昭和28年)

札幌，小樽方面で変電所に軽い被害○6.2140°38′43°50′北海道西方沖1959.11.8(昭和34年)

岩内町：岩内の津波の高さ124cm
被害無し

渡島，檜山，奥尻島に大津波，漁船沈没流出222，死者4名○7.7139°04′40°22′秋田県沖
1983.5.26(昭和58年)

「日本海中部地震」

岩内町：岩内の津波の高さ33cm
被害無し

7.1139°00′41°16′青森県西方沖1983.6.21(昭和58年)

泊村：漁船破損17隻，イソ舟破損2隻
岩内町：岩内の津波の高さ263cm

地震による一部損壊218戸
津波により漁船8隻損壊

津波による被害大，死者201名，不明28名，住家全半壊
1,009，船舶の沈没流出676

○○7.8139°11′42°47′北海道南西沖
1993.7.12(平成5年)
「北海道南西沖地震」

北海道及び東北地方の日本海側を震央とする地震及び地震に伴う津波による被害状況
(北海道防災会議(2017)，泊村防災会議(2016)及び岩内町防災会議(2016)より作成)

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討

一部修正(H29/7/28審査会合)
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ボーリング位置の選定

ボーリングコアの採取

イベント堆積物の抽出

平面的な分布調査
層相観察

14C法年代測定
珪藻分析

津波堆積物の評価

ボーリング調査地点位置図 (●北海道，●当社)

MY-1(発足)

MY-2(堀株川右岸)

SR-1(下梨野舞納-1)

KY-03地点

KY-02地点

宮丘地区

SR-4(下梨野舞納-4)

SR-2(下梨野舞納-2)

KY-07地点

SR-3(下梨野舞納-3)

KY-05地点

KY-04地点

KY-01地点

下梨野舞納地区

泊発電所

○当社では，岩内平野における北海道の調査を補間する目的で，左下図に示す計6地点のボーリング調査を実施した。
○結果，当社の調査箇所において，北海道の調査で認められたイベント砂層(粘土層に挟在された砂層)は認められな

かった。
○一方，3地点(MY-1，MY-2及びSR-1)で新たにイベント堆積物が認められたことから，右下図のフローに基づき層

相観察，珪藻分析及び平面的な分布調査を実施し，津波堆積物の評価を実施した(次頁参照)。

津波堆積物評価フロー

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討

一部修正(R6/6/11審査会合)②-7 地震を示唆する痕跡(当社による津波堆積物調査結果)(1/2)
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総合的な評価

小松原(2012)の識別基準

標高
(層厚)

年代
イベント
堆積物

地点
(5)
特徴的な構成
粒子・化学組
成を伴う

(4)
地殻変動を伴
う

(3)
特徴的な堆
積構造がある

(2)
歴史記録と年
代が一致する

(1)
砂層の分布
範囲が広い

小松原(2012)の識別基準(3)は他の識別
基準と組み合わせて評価する必要があると
されている※。他の識別基準と組み合わせて
総合的に評価した結果，津波起源を示す積
極的な証拠は認められないと判断した。

××△×
-0.64～-0.69m

(5cm)

BC3250
～

MY-1-1

MY-1
(発足)

××△×
-0.73～-0.81m

(8cm)
MY-1-2

—×△×
-0.98～-1.18m

(20cm)
MY-1-3

××△×
-1.18～-1.28m

(10㎝)
MY-1-4

××△×
-0.06～-0.19m

(13cm)

AD1150
～

AD1780

MY-2-1

MY-2
(堀株川右岸)

××△×
-0.19～-0.22m

(3cm)
MY-2-2

××△×
-0.22～-0.31m

(9cm)
MY-2-3

××△×
0.69～0.50m

(19cm)BC3030
～

AD1330

SR-1-1
SR-1

(下梨野舞納-1)
××△×

0.50～0.34m
(16cm)

SR-1-2

凡例 ○：津波起源である，△：津波起源の可能性を否定できない，×：津波起源を示す積極的な証拠は認められない，—：分析結果なし
／：岩内平野では1940年積丹半島沖地震津波より古い既往津波の記録は確認されなかったため，識別基準として用いることができない

※小松原(2012)：津波堆積物に見られる堆積構造は他の堆積環境で形成された堆積物にも見られるものがあるため，他の堆積構造や識別条件と組み合わせる必要がある。

例えば津波堆積物は一般に明瞭な侵食基底を持つことが多いが，沿岸低地では潮汐流路堆積物にも侵食基底が見られる。同様にマッドドレープは潮汐堆積物にも見られる。

○新たに認められた3地点のイベント堆積物に関する，層相観察，珪藻分析及び平面的な分布調査の結果は下表のと
おり。

○小松原(2012)における津波堆積物の識別基準を参考として総合的に評価した結果，津波起源を示す積極的な証
拠は認められないと判断した。

６．４ 積丹半島周辺における地震の痕跡に関する検討

一部修正(R6/6/11審査会合)②-7 地震を示唆する痕跡(当社による津波堆積物調査結果)(2/2)
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余白
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７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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鈴木ほか(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」(加筆)

大平川(おおびらがわ)

A

B

C

A B C

A-B-C断面図

大平川層

先第三系

折川層

永豊層

岩
内
堆
南
方
背
斜

寿都半島

岩内堆南方背斜南方陸域

○敷地前面海域に分布するFS-10断層，岩内堆東撓曲及び岩内堆
南方背斜は，安全評価上，連動の対象として評価している。

○連動を考慮する断層の長さは， FS-10断層北方の海上音波探査測
線KEM-3から，岩内堆南方背斜南方の測線EW9までの約98kmと
評価している。

○岩内堆南方背斜の南方には陸域が位置することから，連動を考慮
する断層の南端に関する補足的検討として，当該陸域の地質・地質
構造について，鈴木ほか(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」のレ
ビューを行った。

○鈴木ほか(1981)では，寿都半島西方において，新第三系を下位よ
り，新第三系中新統大平川(おおびらがわ)層，折川層，永豊層※，
鮮新統ガロ川噴出物層，歌島(うたじま)層に区分している。

○大平川層，折川層及び永豊層は整合関係にあるとされている。
○大平川層は，先第三系の分布地域内及びその周辺に，先第三系と

不整合あるいは断層で接しながら分布しているとされている。
○大平川層のうち大平川東部に分布するものは，ほぼNW-SE方向の

軸を持つ背斜構造を形成しているとされている。
○折川層は，NW-SE及びNE-SW方向に軸をもつ複雑な褶曲構造を示

しているとされている。
○永豊層は，大平川下流から西側の地域では，小規模な向斜構造を

所々に形成しているが，これらは下位の折川層の構造と同じである
とされている。

※永豊層は中新世末期の地層とされているが，道南グリーン・タフ団体研究グループ(1984)によ
るフィッション・トラック法年代測定値4.7Maが報告されていること等から，当社は鮮新世の地層
と判断している。

○岩内堆南方背斜南方の陸域には，中新統の地層にNW-SE～NE-
SW方向の軸を持つ褶曲構造等が認められる。

○褶曲構造に関しては，沿岸部まで連続していない。
○一部の短い断層は沿岸部まで達するものも認められるが，当社海上

音波探査の沿岸部近傍海域の記録においては，そのような構造は
認められない(本編資料P131～P135参照)。

○断層は，地質境界部及び地質不連続部等に沿って記載されている
ものも推定される。

一部修正(H27/10/9審査会合)① 陸域の地質・地質構造(1/3)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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① 陸域の地質・地質構造(2/3)

鈴木ほか(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」(加筆)

模式層序表 凡 例

再掲(H27/10/9審査会合)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討



228228

○岩内堆南方背斜南方の陸域の地質・地質構造について，活断層研究会編(1991)「新編 日本の活断層」のレビューを行った。
○活断層研究会編(1991)では，当該箇所周辺に活断層等は示されていない。

○活断層研究会編(1991)では，鈴木ほか(1981)に示されている褶曲構造等については，活断層の疑いのあるリニアメントが認められな
いことから，第四紀以降活動していないと評価しているものと考えられる。

活断層研究会編(1991)「新編 日本の活断層」(加筆)

岩
内
堆
南
方
背
斜

(km)

岩内堆南方背斜南方陸域

一部修正(H27/10/9審査会合)① 陸域の地質・地質構造(3/3)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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余白



230230

測線図
海上保安庁水路部「寿都」(1995)及び海上保安庁水路部「茂津多岬」(1979)より作成

音波探査記録(音源：ﾌﾞｰﾏｰ)

数字(角度)は水平・垂直が

1:1の傾斜角度

V.E. 約8

海底面に認められる微細な起伏

撓曲に伴う層面すべり断層
の模式図(吉岡，1989)

測線EW9

○敷地前面海域に分布するFS-10断層，岩内堆東撓曲及び岩内
堆南方背斜は，安全評価上，連動の対象として評価している。

○連動を考慮する断層の長さは， FS-10断層北方の海上音波探
査測線KEM-3から，岩内堆南方背斜南方の測線EW9までの約
98kmと評価している。

○岩内堆南方背斜南方周辺では，海底面に微細な起伏が認めら
れる(測線EW9参照)ことから，連動を考慮する断層の南端に関
する補足的検討として，微細な起伏に関する検討を行った。

○微細な起伏については，当社海上音波探査記録及び海上保安
庁水路部の海上音波探査記録を用いて比較的大きなものを抽
出し，海域の地質分布及び沿岸部の地質・地質構造を確認する
ことで，地形の成因に関する検討を行った。

○微細な起伏の抽出に当っては，吉岡(1989)を踏まえ，海上音
波探査記録から確認できる層理と層面すべり断層が形成する崖
地形の関係についても整理を行った。

② 海域の地形(1/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

EW9
1 10 20 30

34

岩
内
堆
南
方
背
斜

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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音波探査記録(音源：ﾌﾞｰﾏｰ)

○測線EW7では，層理に沿った正断層様の崖地形が認められる。

測線図

測線EW7

② 海域の地形(2/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

海上保安庁水路部「寿都」(1995)及び海上保安庁水路部「茂津多岬」(1979)より作成

● 起伏の位置

30
EW7

1 10 20

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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音波探査記録(音源：ﾌﾞｰﾏｰ)

○測線EW8では，層理に沿った正断層様又は逆断層様の崖地形及び凹型の崖地形が認められる。

測線図 測線EW8

② 海域の地形(3/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

海上保安庁水路部「寿都」(1995)及び海上保安庁水路部「茂津多岬」(1979)より作成

● 起伏の位置

EW8
1 10 20 30

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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音波探査記録(音源：ﾌﾞｰﾏｰ)

○測線EW9では，層理との関係が不明瞭な高まりが認められる。
○沿岸近傍海域のⅢ層の基底には，起伏は認められない。

測線図

測線EW9

② 海域の地形(4/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

海上保安庁水路部「寿都」(1995)及び海上保安庁水路部「茂津多岬」(1979)より作成

● 起伏の位置

30
EW9

1 10 20

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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海上保安庁水路部「寿都」(1995)における音波探査記録(音源：ｽﾊﾟｰｶｰ，ｼﾝｸﾞﾙﾁｬﾝﾈﾙ)

○測線S-4では，層理に沿った正断層様の崖地形が認められる。

測線図

測線S-4

② 海域の地形(5/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

海上保安庁水路部「寿都」(1995)及び海上保安庁水路部「茂津多岬」(1979)より作成

S-4

● 起伏の位置

1095

1090

1085

1080

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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海底地形図

○微細な起伏が認められる位置を海底地形図に示す。
○微細な起伏は，沿岸部における島牧村豊浜～原歌町付近北方に位置し，

尾根状に迫り出した緩斜面に認められる。
○当該地点では小規模な谷地形が発達し，微細な起伏の分布は，大局的

に谷地形の分布する方向に調和的であり，岩内堆南方背斜の走向とは斜
交する。

○層理面と微細な起伏の関係については系統性が認められず，吉岡
(1989)に示されるような逆断層型の崖地形は連続して認められない
(P230～P234参照)。

起伏の位置 谷地形

② 海域の地形(6/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

海上保安庁水路部「寿都」(1995)及び海上保安庁水路部「茂津多岬」(1979)より作成

豊浜

原歌町

尾根状に迫り出した
緩斜面

岩
内
堆
南
方
背
斜

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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○微細な起伏が認められる位置を地質図に示す。
○微細な起伏は，Ⅵ層又はⅥ層とⅤ層の地層境界付近

に分布する。
○当該地点の南方沿岸部には，新第三系中部～上部中

新統折川層(海域のⅥ層相当)，上部中新統二股層
(海域のⅥ層相当)及び鮮新統永豊層(海域のⅤ層相
当)が分布する。

○沿岸部では，これらの地層又は地層境界等において差
別侵食が認められる。

写真① 島牧村豊浜付近の海岸地形

② 海域の地形(7/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

地質図(Ⅱ層以下)永豊層(火砕岩)

永豊層(泥岩)

起伏の位置

原歌町

豊浜
写真①

写真②～④

次頁に示す島牧村豊浜付近の地質図の範囲

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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B B’

A A’

地質断面図

② 海域の地形(8/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

原歌町

豊浜
写真①

写真②～④

B B’

島牧村豊浜付近の地質図

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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写真②～④ 島牧村厚瀬崎(あっちゃせざき)付近の海岸地形

写真②

写真③写真④

○沿岸部では，これらの地層又は地層境界等において差別侵食が認められる。

写真②

写真③写真④

二股層(砂岩泥岩互層)

折川層(頁岩)

二股層(火砕岩)

永豊層(火砕岩)

② 海域の地形(9/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

厚瀬崎

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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○岩内堆南方背斜南方周辺に認められる微細な起伏について，地形の成因に関する検討を行った。
○微細な起伏は，沿岸部における島牧村豊浜～原歌町付近北方に位置し，尾根状に迫り出した緩斜面に認められる。
○当該地点では小規模な谷地形が発達し，微細な起伏の分布は，大局的に谷地形の分布する方向に調和的であり，岩内堆南方背斜の走

向とは斜交する。
○層理面と微細な起伏の関係については系統性が認められず，吉岡(1989)に示されるような逆断層型の崖地形は連続して認められない

(P230～P234参照)。
○微細な起伏は，Ⅵ層又はⅥ層とⅤ層の地層境界付近に分布する。
○当該地点の南方沿岸部には，新第三系中部～上部中新統折川層(海域のⅥ層相当)，上部中新統二股層(海域のⅥ層相当)及び鮮新

統永豊層(海域のⅤ層相当)が分布する。
○沿岸部では，これらの地層又は地層境界等において差別侵食が認められる。

○岩内堆南方背斜南方周辺に認められる微細な起伏について検討した結果，層理面と微細な起伏の関係については系統性が認められな
いこと等から，当該地形は，差別侵食により形成されたものと推定される。

② 海域の地形-まとめ-(10/10) 一部修正(H25/12/11審査会合)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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○敷地前面海域に分布するFS-10断層，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜は，安全評価上，連動の対象として評価している。
○連動を考慮する断層の長さは， FS-10断層北方の海上音波探査測線KEM-3から，岩内堆南方背斜南方の測線EW9までの約98kmと

評価している。
○岩内堆南方背斜の南方には陸域が位置することから，連動を考慮する断層の南端に関する補足的検討として，岩内堆南方背斜南方に

おける後期更新世以降の活動性を確認するため，MIS5e海成段丘分布高度について検討した。
○検討に当たっては小池・町田編(2001)及び当社調査結果等を用いた。

③ 海成段丘高度(1/5) 一部修正(H27/10/9審査会合)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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岩内堆南方背斜南方におけるMIS5e海成段丘の分布高度(小池・町田編，2001に加筆)

30ｍ

○小池・町田編(2001)に記載されている岩内堆南方背
斜南方におけるMIS5e海成段丘高度を右図に示す。

○MIS5e海成段丘高度は，標高90mの地点が1箇所認
められるものの，ほぼ標高50～60mの高度である。

○なお，高度の精度はいずれも「C」である。
○また，段丘の形成年代の確実度はいずれも「Ⅲ」である。

岩内堆南方背斜南方陸域

寿都1地 点
30標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
30高 度(m)

寿都2地 点
40標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
40高 度(m)

寿都4地 点
60標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
60高 度(m)

寿都5地 点
60標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
60高 度(m)

寿都8地 点
50標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
50高 度(m)

寿都10地 点
60標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
60高 度(m)

寿都12地 点
90標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
90高 度(m)

寿都13地 点
60標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
60高 度(m)

岩
内
堆
南
方
背
斜【高度に関する精度】

A：誤差±0.1m程度(実測)
B：誤差±1m程度(1/5,000地形図からの読みとりなど)
C：誤差±10m程度(1/2.5万地形図からの読みとりなど)

【段丘形成年代の確実度】
Ⅰ：年代既知のテフラが段丘堆積物に挟在あるいは段丘を直接覆う

場合
段丘堆積物中あるいは直上の試料を用いて行われた年代測定
結果から段丘の形成年代を推定した場合など，直接的に形成
年代を推定したもの

Ⅱ：段丘堆積物が風成ロームに覆われるとき，風成ローム層の堆積
速度を一定と仮定して，挟在するテフラの年代値から外挿して推
定した場合
隆起速度が一定と仮定して，既知の段丘の年代値から外挿して
推定したものなど，間接的に形成年代を推定した場合

Ⅲ：地形発達の順序関係に基づいて推定したものなど，推定の根拠
が曖昧な場合

③ 海成段丘高度(2/5) 再掲(H27/10/9審査会合)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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寿都1地 点
30標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
30高 度(m)

寿都2地 点
40標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
40高 度(m)

寿都4地 点
60標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
60高 度(m)

寿都5地 点
60標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
60高 度(m)

○MIS5e海成段丘高度を確認するため，空中写真判読で抽出し
たMm1段丘において，ボーリング調査等を実施した。

政泊地点

豊岡地点

美川地点

栄磯地点

岩内堆南方背斜南方におけるMIS5e海成段丘の分布高度(小池・町田編，2001に加筆)

岩内堆南方背斜南方陸域

岩
内
堆
南
方
背
斜

：当社調査地点

歌島沼地点

寿都8地 点
50標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
50高 度(m)

寿都10地 点
60標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
60高 度(m)

寿都12地 点
90標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
90高 度(m)

寿都13地 点
60標 高(m)
？被覆層の厚さ(m)
60高 度(m)

Mm1段丘分類
約27m

・段丘堆積物上面高度
段丘高度

ボーリング調査方法

Mm1段丘分類
基盤高度約25～26m

・段丘堆積物は確認されない
段丘高度

ボーリング調査方法

Mm1段丘分類
約27m

・段丘堆積物上面高度
段丘高度

ボーリング調査方法

Mm1段丘分類
約28m

・段丘堆積物上面高度
段丘高度

露頭調査方法

-段丘分類
基盤高度約19～23m

・段丘堆積物は確認されない
段丘高度

ボーリング調査方法

○今回調査範囲においては，Mm1段丘と対比することが難しい
地点もあるものの，小池・町田編(2001)と同様，大きな高度
差は認められない。

○栄磯地点西方については，ボーリング調査を実施していないが，
以下の点からMIS5e海成段丘高度の高度差は小さいものと推
定される。

①栄磯地点西方沿岸部近傍海域のⅢ層(下部更新統～中部更新統)
に変位・変形が認められない(本編資料P134～P135参照)。

②岩内堆南方背斜南方陸域の文献レビューの結果，第四紀以降活動
している褶曲構造等は認められないと評価されているものと考えられ
る。

③当社空中写真判読，地表地質踏査の結果，明瞭な変位地形は認め
られない。

③ 海成段丘高度(3/5) 一部修正(H27/10/9審査会合)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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政泊地点

豊岡地点

歌島沼地点

栄磯地点

美川地点

岩内堆南方背斜南方におけるMIS5e海成段丘の分布(当社調査結果)

③ 海成段丘高度(4/5) 再掲(H27/10/9審査会合)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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○岩内堆南方背斜南方における後期更新世以降の活動性を確認するため，MIS5e海成段丘分布高度について検討した。
○今回調査範囲においては，Mm1段丘と対比することが難しい地点もあるものの，小池・町田編(2001)と同様，大きな高度差は認められ

ない。
○栄磯地点西方については，ボーリング調査を実施していないが，以下の点からMIS5e海成段丘高度の高度差は小さいものと推定される。

①栄磯地点西方沿岸部近傍海域のⅢ層(下部更新統～中部更新統)に変位・変形が認められない(本編資料P134～P135参照)。
②岩内堆南方背斜南方陸域の文献レビューの結果，第四紀以降活動している褶曲構造等は認められないと評価されているものと考えられる。
③当社空中写真判読，地表地質踏査の結果，明瞭な変位地形は認められない。

○岩内堆南方背斜南方の海成段丘高度について検討した結果，岩内堆南方背斜南方の陸域において，活構造を示唆するような特徴は
認められないものと考えられる。

③ 海成段丘高度-まとめ-(5/5) 一部修正(H27/10/9審査会合)

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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○敷地前面海域に分布するFS-10断層，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜は，安全評価上，連動の対象として評価している。
○連動を考慮する断層の長さは， FS-10断層北方の海上音波探査測線KEM-3から，岩内堆南方背斜南方の測線EW9までの約98kmと

評価している。
○岩内堆南方背斜の南方には陸域が位置し，また，海底面に微細な起伏も認められることから，連動を考慮する断層の南端に関する補足

的検討を実施した。

【陸域の地質・地質構造】
○鈴木ほか(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」を踏まえると，岩内堆南方背斜南方の陸域には，中新統の地層にNW-SE～NE-SW方向

の軸を持つ褶曲構造等が認められる。
○褶曲構造に関しては，沿岸部まで連続していない。
○一部の短い断層は沿岸部まで達するものも認められるが，当社海上音波探査の沿岸部近傍海域の記録においては，そのような構造は

認められない。
○断層は，地質境界部及び地質不連続部等に沿って記載されているものも推定される。
○活断層研究会編(1991)では，鈴木ほか(1981)に示されている褶曲構造等については，活断層の疑いのあるリニアメントが認められな

いことから，第四紀以降活動していないと評価しているものと考えられる。

【海域の地形】
○岩内堆南方背斜南方周辺に認められる微細な起伏について検討した結果，層理面と微細な起伏の関係については系統性が認められな

いこと等から，当該地形は，差別侵食により形成されたものと推定される。

【海成段丘高度】
○岩内堆南方背斜南方の海成段丘高度について検討した結果，岩内堆南方背斜南方の陸域において，活構造を示唆するような特徴は

認められないものと考えられる。

○敷地前面海域で連動を考慮するFS-10断層(FS-10及びf1)，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜の南端については，岩内堆南方背斜
南方の測線EW9と評価することは妥当である。

④ まとめ

７．敷地前面海域で連動を考慮する断層の南方に関する検討
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